










要約:静岡県では制度化以降(1986～1990 年度)480 例の HBV 母子感染予防を行い,455 例の

キャリア化阻止に成功している。また 1990 年より県下一斉に遺伝子組換えワクチンに切り

換え,生後 6ヵ月目での低反応例はそれまでの 14.3%から 1.9%に減少した.方 HCV母子感染

調査として,正常妊婦800名について,HCV抗体,S-GPT値の測定を開始した.HCV抗体陽性の

母親からの児6例とその同胞5例につき調査したが,現在までのところHCV母子感染の成立

が確認された例はまだ無い. 


